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雄物川で３年ぶりの渇水 利水者の節水協力で乗り切る

～玉川ダムからの連携補給で影響回避～
～もしも成瀬ダムがあれば十分な水量を確保できたと推測～

雄物川では、この春の雪解けが早く少雨傾向で、６月から基準流量（※１）を割り込
みました。この状態は一時的に回復した時期もありますが、８月末までの約３ヶ月に渡
り渇水傾向が続きました。

このため、土地改良区では各農家に節水の呼びかけを行い、番水制等の対策がとられ
ました。

玉川ダムを主とした玉川水系ダム群（※２）では、用水確保及び椿川地点での流水の
正常な機能の維持のための補給を行い効果を発揮しました。

（玉川ダム記者発表は、http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/kisya/saigai/images/57676_1.pdf 参照）

しかし、玉川合流点から上流部、特に雄勝・平鹿地域での渇水が深刻なものでした。
今回の渇水で、もしも成瀬ダムが完成していれば、安定的な水の供給がなされ、十分

な取水、良好な河川環境の保全が図られたものと推測されます。

（※１）基準流量 … 椿川地点：正常流量 ８０㎥/s

岩館地点：過去5ヵ年平均渇水流量 ３．３５㎥/s

刈和野橋地点：過去5ヵ年平均渇水流量 ９７．８３㎥/s

長野地点：過去5ヵ年平均渇水流量 ２５．０９㎥/s

岩崎橋地点：過去5ヵ年平均渇水流量 ２．６６㎥/s

（※２）玉川ダムを主とした玉川水系ダム群 … 玉川ダム、鎧畑ダム、田沢湖、夏瀬ダム、神代ダム

発表記者会：秋田県政記者会、横手記者会、秋田魁新報社湯沢支局・大曲支局
問 い 合 わ せ 先

東北地方整備局 湯沢河川国道事務所
湯沢市関口字上寺沢６４－２

ＴＥＬ ０１８３－７３－３１７４（代表）

副所長（河川担当） 佐 藤 徳 男（内線２０４）
さ と う の り お

河川管理課長 長谷川 優 人（内線３３１）
はせがわ ま さ と

東北地方整備局 秋田河川国道事務所
秋田市山王一丁目１０－２９
ＴＥＬ ０１８－８２３－４１６７（代表）

副所長（河川担当） 中 川 博 樹（内線２０４）
なかがわ ひ ろ き

河川管理課長 七 尾 重 亮（内線３３１）
な な お しげあき

東北地方整備局 玉川ダム管理所
仙北市田沢湖玉川字下水無９２
ＴＥＬ ０１８７－４９－２１７０（代表）

管理所長 高 橋 淳 （内線２０１）
たかはし じ ゅ ん

管理係長 小 野 一 （内線３３２）
お の か ず

東北地方整備局 成瀬ダム工事事務所
湯沢市関口字上寺沢６４－２
ＴＥＬ ０１８３－７３－４０２６（代表）

副所長（技術担当） 花 篭 利 行（内線２０４）
はなかご としゆき

調査設計課長 三 浦 猛 （内線３５１）
み う ら た け し



平成２７年 雄物川渇水の概要（速報版） H27.9.4

【渇水対応会議開催の状況】

※１ 渇水情報連絡会：利水者及び河川管理者による情報交換や渇水調整を行う会議
※２ 玉川ダム及び田沢湖運用管理調整会議：田沢湖の水使用に関する関係機関の調整を行う会議

月 日 渇水対応会議等開催状況

6月17日 第１回雄物川水系渇水情報連絡会開催（定例会）

7月9日 第２回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）

7月9日 雄物川水系渇水対策支部（注意体制）設置（１６時）

7月13日 玉川水系ダム及び田沢湖の運用管理ルール（案）の「レベル１」移行（貯水率70％到達）

7月16日 第３回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）

7月22日 玉川水系ダム及び田沢湖の運用管理ルール（案）の「レベル２」移行（貯水率50％到達）

7月29日 玉川ダム及び田沢湖の運用管理に関する調整会議（臨時）

8月7日 第４回雄物川水系渇水情報連絡会開催（臨時）

8月31日 雄物川水系渇水対策支部（注意体制）解除（１６時）

今年の春は雪解けが早まり、また、雨が少なかったこ
とから、６月初旬から流量が減少し、基準流量（※1）を
割り込みました。
降雨により一時的に流量回復した期間はありました

が、８月末まで約３ヶ月の長期にわたって渇水傾向が続
きました。
玉川ダムを主とした玉川水系ダム群（※2）では、用

水の確保及び椿川地点での流水の正常な機能維持の
ための補給を行い、効果をあげました。

（詳細は、http://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/kisya/saigai/images/57676_1.pdf ）

【渇水への対応・河川の状況】
かんがいのための取水は、許可取水量に対して、上流部

は約４～６割程度にとどまり、湯沢市山田地区では6月19
日から8月31日まで74日間で番水制を実施。
（計5地区で番水制を実施）

さらに番水制のみならず、各土地改良区では、各農家に
対し渇水状況説明のうえで節水を呼びかけ、取水量の節水
（5%～20%）に協力。

上水道では、節水の広報（チラシ配布等）を実施。
雄物川は河川の流量の減少に伴い、河川水位が低下し、

一部では河底の露出が発生、川幅が狭くなり、水深も浅く
なったが、瀬切れ等は確認されませんでした。

（※1）基準流量とは、椿川地点：８０㎥/s （正常流量）
岩館地点：３．３５㎥/s、刈和野橋地点：９７．８３㎥/s
長野地点：２５．０９㎥/s、岩崎橋地点：２．６６㎥/s
（4地点は過去5ヵ年平均渇水流量）

（※2）玉川ダムを主とした玉川水系ダム群とは、玉川ダム、鎧畑ダム、田沢湖、夏瀬ダム、神代ダム

成瀬ダム
（建設中）

岩館

椿川

岩崎橋

刈和野橋
玉川ダム

長野



19.5

6

30

3.5 2

71.5

0

38

50.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

６
⽉
上
旬

６
⽉
中
旬

６
⽉
下
旬

７
⽉
上
旬

７
⽉
中
旬

７
⽉
下
旬

８
⽉
上
旬

８
⽉
中
旬

８
⽉
下
旬

H27降⽔量 平年値

11
18

70.5

6 8

74.5

0

25

38.5

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

６
⽉
上
旬

６
⽉
中
旬

６
⽉
下
旬

７
⽉
上
旬

７
⽉
中
旬

７
⽉
下
旬

８
⽉
上
旬

８
⽉
中
旬

８
⽉
下
旬

H27降⽔量 平年値

横手の降水量

雄物川上流の降水量

〇東北北部は、６月２６日に梅雨入り、７月２９日に梅雨明けをしました。
（平年は、梅雨入り６月１４日、梅雨明け７月２８日）

〇秋田県南部は梅雨入り後も雨が少ない状態が続き、 ６月下旬の低気圧、７月下旬の梅雨前線による降雨で一時的に
降水量の多い期間もありましたが、６～８月の降水量は横手で平年の４６％、湯沢で５９％でした。

湯沢の降水量

出典：気象庁の観測データより集計

６～８月の降水量

平年の ４６％
６～８月の降水量

平年の ５９％



岩崎橋地点付近（H27.8.10） 椿川地点付近（H27.8.10）

雄物川渇水基準地点の河川流況及び河川状況

河川は平常時と比較して、川幅
も狭く、水深も浅くなっており、
一部では河底が露出している場所
もありました。

毎日の巡視により、瀬切れ、魚
類のへい死、濁り、変色、悪臭な
どの異常は確認されませんでした。

雄物川上流の岩館地点（湯沢市）や皆瀬川の岩崎橋地点（横手市）の流況は、6月初旬から8月末まで基準流量（※）を下回り
ました。また、雄物川下流の刈和野橋地点でも6月下旬から8月下旬にかけて、降雨により一時的に流量が回復する期間もあり
ましたが、6月下旬から8月末まで断続的に基準流量を下回りました。

椿川地点では、基準流量を概ね確保されており、玉川ダムを主とした玉川水系ダム群からの利水補給により流況の安定に寄
与しています。 （※基準流量：渇水対策支部設置の目安となる流量）

岩館地点付近（H27.8.10)

雄物川

雄物川

皆瀬川

※流量は暫定値であり、確定値ではありません。

平成２７年　雄物川（中上流）流況 （６月２０日～８月３１日）
8月３１日　現在
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岩館5ヶ年平均渇水流量 ３．３５㎥/s

岩崎橋5ヶ年平均渇水流量 ２．６６㎥/s

平成２７年　雄物川（中下流）流況 （６月２０日～８月３１日）
8月31日　現在
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日時流域平均日雨量（椿川上流） 流域平均日雨量（椿川上流）

椿川正常流量 ８０．００㎥/ｓ

刈和野橋5ヶ年平均渇水流量 ９７．８３㎥/ｓ

長野5ヶ年平均渇水流量 ２５．０９㎥/ｓ

《河川巡視時撮影写真（渇水状況）》
H元年

（4/1～10/31）

H24年
（4/1～10/31）

H27
（4/1～8/31）

５６日 ２６日 １０日

椿川地点で
正常流量を

下回った日数



成瀬ダムが完成していた場合の効果予測（速報値）

■岩崎橋地点

■想定補給図（m3/秒）

■新岩崎橋より上流

流況改善

※正常流量とは、流水の清潔の保持、魚類が生息するために必要な水
深を確保する流量などで、適正な河川管理のために定めるものです。
岩崎橋地点における正常流量は2.8m3/秒としています。

成瀬ダムが完成していたならば・・・

■成瀬頭首工

■成瀬ダム完成イメージ図

頭首工下流の状況

平成27年 8月 11日

今回渇水時：0.1m3/秒 流下状況

成瀬ダム完成後：渇水時でも2.8m3/秒
以上を確保し、流況が改善されます

■実績流況図（m3/秒）

番水を３７日間実施

〇渇水対策支部設置
・H27.7.9～H27.8.31
〇番水
（平鹿平野地区の成瀬頭首工掛かりの一部受益地）
・H27.7.18～H27.8.23

平成27年 6月 1日

平成27年 8月10日

川底の露出

・岩崎橋地点で水量が減少したことから、一部の土地改良区では番水による対策がとられました。
・過去にも昭和53、59、60年、平成元、6、11、１8、19、23、24年など頻発して渇水が発生し、その度に番

水制を余儀なくされてきました。
・今回の渇水においては、成瀬ダムがあった場合、ダムからの補給により十分な流量が確保されるため、３７日間実施

された番水が解消されるほか、良好な河川環境が保たれたものと推測されます。

番水日数３７日 → ０日 となります

※流量は暫定値であり、確定値ではありません。


